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一般道における期待混雑度とGreenWaveによる交通流制御方式の提案と検証
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1 はじめに
近年の自動車保有台数の増加に伴う交通渋滞は，社会が解決
すべき重大問題の一つである．
本研究では動的経路案内と交通信号制御を用いることを提案
し，交通流にどのように変化が生じるかマルチエージェントシ
ミュレータを用い検証を行う．

2 現状の交通状況と対策
渋滞は自動車が密集している都市圏に集中している．この都
市圏で生じる渋滞にわが国では「交通容量拡大策」と，「交通需
要の調整」を行うことで対策を行なっている [1]．
本研究では「交通需要の調整」を図ることで現状の道路インフ
ラを広く活用すること，効率的に車両を流すことで容量を増や
すことを目標に提案を行う．

3 提案方式
本研究では動的経路案内 (DRG:Dunamic Route Guidance)

と交通信号制御 (TSC:Traffic Signal Control) を用いることで
交通流制御を行う．
DRG として用いるのが「期待混雑度」[2] である．経路決定
に「経路最短距離」，「現在の混雑状況」，「近い未来の混雑状況」
を数値化した値を用いることで車両の分散化を図る．
TSCとして用いるのが「GreenWave」である．ある一定方向
の道路上に位置する複数交通信号機を協調制御し，一定速度で走
行する車両グループが連続する交差点を無停止で通過すること
を目指す．GreenWave を設置することで効率的に車両を流し，
交通容量拡大を図る．
また期待混雑度の値をこのまま用いると GreenWave 道路に
車両が集まらず渋滞解消にはならないと考え，GreenWave道路
の期待混雑度の値に小数の値を掛けることで通行車両数を増や
す．これらを組み合わせ，交通流制御を行う提案をする．

4 シミュレーション結果
シミュレーションはマルチエージェントシミュレータ”arti-

soc”を用い，表 1 の環境のもと行った．シミュレーション環境

表 1 各種パラメータ

マップサイズ 1.5[km]×1.5[km]

道路形状 格子型
格子の数 5×5

車両発生率 500台/h～ 8000台/h

車両発生地点 16箇所
車両配置 車両流入型
車両目的地点 16箇所
リンク数 80本
交差点 16箇所
信号機赤・青比率 1 : 1

GreenWave上の期待混雑度負荷 1.0,0.8,0.5,0.3

は格子状，発生地点，到着地点は四隅の 16箇所から全ての車両
がランダムに決定し走行する．GreenWave上の期待混雑度負荷
というものは，GreenWave に車両が集まるように GreenWave

上の期待混雑度の値に小数の値を掛けることにより意図的に期
待混雑度の数値を下げる際に用いた値のことである．これらの
環境でシミュレーションを実行し，得た結果をグラフにしたも
のが図 1 である．期待混雑度は期待混雑度のみ，混合は期待混
雑度と GreenWave を組み合わせたものである．末尾の数値は
先程の期待混雑度に加えた負荷である．グラフは各シミュレー
ション環境における車両発生数と 1 リンクにおける平均旅行時
間の結果を示したものである．

図 1 結果

図 1 における左のグラフは車両発生数 500 台/h～3500 台/h

までのグラフ，右は 4000 台/h～8000 台/h までのグラフであ
る．3500 台まででは混合負荷 0.3 の値が良い結果となったが，
大きく改善されることはなかった．GreenWaveを使用する車両
数が限られているため，発生車両数に対して効果があった車両
が少なかったのではないかと考えられる．4000台以降の結果か
ら GreenWave 上に車両が集まりすぎてしまい期待混雑度の値
を小さく操作するほど悪い結果が出た．

5 まとめと今後の課題
今回の結果から GreenWave のみでは混雑を解消することは
できなかったが，期待混雑度の値を操作することで混雑を若
干改善することができることがわかった．また車両発生数毎に
GreenWaveにかかる負荷の値を変動させることで今以上の改善
を図ることができると考える．車両発生数と負荷における旅行
時間の変動を数式化することが求められると考える．
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